
　重点目標一覧表（中間報告調書）

【平成２８年度重点目標】

重点目標
期限・数値目標等

①「地域まちづくり計画」の策定（3月末）

②運営体制の整備（3月末)

③7事業の実施（12月末）

重点目標
期限・数値目標等

可燃ごみ量4,845ｔ、27年度比▲55t(3月末)

(H28～32の5年で▲274ｔ、年度平均▲55ｔ)

①委託業務発注（9月末）

②事業計画検討、地元自治会等での合意形成（10月～3月）

①給湯器設置・給水管整備事業36戸(3月末)

①②③公共交通利用促進計画の作成(12月末)

重点目標
期限・数値目標等

①参加者の宿泊率50％以上(4月～3月)

②移住者数5家族15人(3月末)

③新たな観光振興事業の研究、実施(3月末)

①今後のあり方について、方針決定(3月末)

①温泉の追加付与（2件以上、7月末）

②更新に向けた実施計画の作成（12月末）

重点目標
期限・数値目標等

①遊休荒廃農地再生面積　6ha（3月末)

②栽培面積拡大　　0.1ha（3月末)

①②実態調査の実施（12月末）

③検討会議の実施（3月末）

①平成29年度新規採択を受けるための計画概要書の策定(3月末)

※ 評価基準［◎：目標を上回る進捗］［○：目標どおり進捗］［△：未進捗の部分あり］［×：全て目標未進捗］

市長指示事項

２

②引き続き沿線地権者及び道路検討委員会等と事業の合意形成を図っていく

③複数の変更ルート案を作成、分科会に提示し、現在検討、協議を行っている

具体的な重点取組項目（箇条書き） 進捗状況・進捗度

【可燃ごみの削減】

①雑がみ回収袋の利用促進

②生ごみ堆肥化基材（ぱっくん）の利用拡大

おおむね終了、10月中旬から各種工事に着手予定【地域公共交通の利便性向上に向けた取り組み】

③利便性向上及び利用層拡大に向けた検討

①箱畳線の計画策定委託（概略設計）の発注

③生ごみ減量化機器に対する補助金制度の周知

④市のごみ減量化施策に関する啓発活動

②老朽化した温泉供給施設の更新計画を支援 ②検討プロジェクト立上げ、4回の会議により議論を重ね、県内外5温泉地の視察を実施

具体的な重点取組項目（箇条書き）

①温泉を活用した健康づくり事業（水中ﾎﾟｰﾙｳｫｰｸ等）実施の支援と募集手段

②自然や温泉の体験による、「住んで良し」を実感できる移住定住の促進

③地域おこし協力隊による新たな視点からの活性化推進

①事業決定4件、うち事業実施2件（参加者44人、うち宿泊者23人、宿泊率52％）

①7月までに7件の温泉を追加付与

①地域協議会の協議結果報告書を参考に、関係機関や地元自治会等との意見

　交換を推進 交換を実施

３

①「地域まちづくり計画」の策定支援 ①計画策定に向け、全世帯対象に行ったアンケート調査の実施及び分析に係る支援

③市民協働による合併10周年記念事業の実施(協働による各種イベントの開催)

②地区会議設立に取り組んでいる長瀬地区の活動を支援、出前講座を2回実施

③8月末までに5事業を実施、残り2事業を10月に実施予定

①8月26日付で工事請負契約締結、施工業者が9月上旬から開始した現地調査等により準備を

①7月道路検討委員会設置、8月地元説明会開催、測量実施の同意を得て委託業務10月発注

【市営住宅の住環境整備の推進】

①中丸子団地給湯器設置・給水管整備事業

１

具体的な重点取組項目（箇条書き）

【地域内分権の推進】

進捗状況・進捗度

担当部局名 丸子地域自治センター

②8月開催の移住体験に3家族10人参加、今年度中の移住検討者3家族8人

環境に優しく安全・安心なまちづくり

参加と協働による活力あるまちづくり

　や事業内容の工夫による、参加者宿泊率の向上

②丸子まちづくり会議の運営基盤づくりに向けた取り組み

②箱畳線の事業計画の検討

【安全性・利便性向上のための市道の整備】

③7月1日に1名配属、イベント等参加32回、活性化に向けた研究を継続中

①地域協議会公共交通分科会において、乗車体験等により課題を把握　②状況に応じ、実施予定

進捗状況・進捗度

①②③④

丸子地域の可燃ごみの搬入量　計2,560ｔ、27年度比+1.2t(9月末)

雑がみ回収袋をウイークエンドリサイクル会場で計5回配布

ぱっくんの配布人数　27年度52人、28年度49人（9月末）

・可燃ごみの削減について引き続き取り組むこと。・丸子まちづくり会議の運営基盤作りに注力すること。・10周年記念事業については、上手くPRしながら地域のまとまりを表現できるよう取り組むこと。・公共交通については、引き続き
課題として取り組むこと。・丸子温泉郷の活性化について大きく脱皮・打開できるよう引き続き努力すること。・農林業の6次産業化を含めてしっかり取り組むこと。

【農業基盤の整備に向けた取り組み】

③マッチング検討会議の実施

①4月下旬から6支部の現地調査を進め、地元調整に基づき6月計画概要書作成業務を発注、

４

①国道254号バイパス建設に合わせた農業基盤の整備 7月28日の推進委員会総会において申請箇所16箇所が了承され計画作成中

具体的な重点取組項目（箇条書き）

②活用可能な地域資源（素材）の発掘

②エゴマ栽培面積0.5ha増加

【連携による地域の6次産業化の推進（地域おこし協力隊の活用）】

①6次産業化の実態調査実施 ①②③地域おこし協力隊員の採用に至っておらず、別の方策を検討中

②西内地区を中心としたエゴマ栽培の拡大支援

進捗状況・進捗度

①現状における課題等の検証②利用状況調査、ニーズ調査

①ワイン用ぶどうの栽培地の拡大及び新規参入者支援 ①地元説明会開催

【地域の特性を生かした農業支援】

①温泉の増量希望の既存旅館等に対する温泉利用権の追加付与に係る支援

【鹿教湯温泉の地域課題解決に向けた取組】

①鹿教湯温泉100年ブランド創造プロジェクト総会において、地域協議会報告書を説明し、意見

【健康をキーワードとした新たな振興事業の推進】

【鹿月荘とクアハウスかけゆのあり方等に係る検討】

特色を活かした農林業の振興による地域活性化

次代に向けた丸子温泉郷の活性化


